
A、学⽣・構成員が体調不良：本⼈の対応 →登校不可

PCR検査なし
or 受診せず

次の条件を全て満たせば復帰
① 発症後に少なくとも8⽇が経過
② 解熱剤を服⽤しない状態で解熱後72時間が経過
③ 咳や倦怠感等の症状が改善傾向

PCR等
陰性 ① 検査受検経緯

② 結果判明⽇時
③ 検査結果（陰性）など

保健所からの療養解除後、体調不良の症状がない
→ 翌⽇から復帰可能（解除後4週間の朝⼣の健康観察）

・農学部対策本部は療養終了⽇や健康状態を把握すること

B, 学⽣・構成員で陽性者が発⽣: 分野主任等の対応

接触者等の調査

保健所調査

PCRの指⽰

PCR検査の指⽰なし
濃厚接触者ではない

体調不良の症状がなければ復帰可
※状況に応じ、独⾃の判断を⾏う場合あり
→ ただし、
① 陽性者と最後に接触した⽇から14⽇間の

健康観察の実施
② 不要不急の外出を控えるなど、他⼈へ感

染させない⾏動に努める

農学研究科新型コロナウイルス感染症罹患者等への対応フロー

内は農学研究科・農学部への連絡事項等を⽰す
令和4年7⽉版

１）第⼀報はグーグルフォーム（ https://forms.gle/vdJ8kM7LKNqwS7eY8） とメールで分野主任等に連絡
２）それ以降はメールで分野主任等（指導教員や担任教員）とCCで対策本部 agr-rl@grp.tohoku.sc.jp へ
３）⾏動記録などは対策本部から作成依頼（エクセルに記⼊し、ドライブ共有）

⾵邪症状
⾃宅で健康観察

回復

フォーム記⼊＋分野主任等と対策本部にメールで連絡

n 必要に応じて、共⽤物品や共⽤部分の消毒（部局が専⾨業者に依頼）
n 当該研究室等の対応は以下の通り

“C”のPCR 検査の指⽰へ

① PCR検査等の受検予定⽇
② 学内滞在状況（最終登校⽇・出勤⽇、滞在場所等）
③ 現在の健康状態など

退院・療養解除報告

回復

回復

陽性 ① 検査受検経緯
② 結果判明⽇時
③ 検査結果（陽性）など

宮城県・仙台市コールセンター（022-398-9211）
かかりつけ医へ相談

本部への報告（所定フォーム）
① 陽性者判明⽇2⽇前からの学内外での⾏動歴

※ 発症経緯によって調査⽇数が異なる場合あり
② ⾏動歴調査対象期間の学内構成員との接触状況
③ 療養先、健康状況、保健所からの指⽰事項等

&

呼吸困難・倦怠感
⾼熱・⾼齢・妊婦
基礎疾患あり
⾃宅で健康観察

回復せず直ちに

次の条件をいずれも満たせば復帰
① 発症後に少なくとも5⽇が経過
② 症状を緩和する薬(含解熱剤)を服⽤
しない状態で症状消失から72時間経過

不要不急の外出禁⽌
⾃宅での健康観察継続

濃厚接触者にかかる調査
① 陽性者の発症前2⽇間の⾏動歴
※ 学内の⽴ち⼊り状況、⾏動歴、本学構成員との接触状況等
② 感染の疑いのあるものの特定など、感染拡⼤防⽌策不要不急の外出禁⽌

⾃宅での健康観察

不要不急の外出禁⽌
⾃宅での健康観察継続

陽性

https://forms.gle/vdJ8kM7LKNqwS7eY8


濃厚接触者として検査 濃厚接触者でないが検査

次の条件を全て満たせば復帰
① 体調不良の症状を発症していない
② 陽性者と最後に接触した⽇から5⽇間の⾃宅での健康観察

陰性 ① 検査受検経緯
② 結果判明⽇時
③ 検査結果（陰性）

陽性

同居者陰性

同居者
陽性

陰性判明後、体調不良の症状がなければ登校・出勤可

① 同居⼈陽性判明⽇時（フォーム記⼊） 以下はメール
② 罹患者との関係性、罹患者の療養状況、その他同居家族の状況
③ 学内滞在状況(最終登校・出勤⽇、滞在場所等）
④ 現在の健康状態など

PCR検査の指⽰

PCR検査の指⽰なし

⾃宅待機継続

保健所調査

登校不可、⾃宅で健康観察を継続

① 保健所から濃厚接触者と特定された⽇時
保健所からの指⽰内容（PCR検査等の受検予定⽇など）

② 陽性者との接触状況（最後に接触した⽇・滞在場所等）

E, 学⽣・構成員がCOCOAから通知を受けた→案内画⾯に従い相談先に連絡

PCR検査
の指⽰

① コールセンター（または保健所）への相談⽇時
② コールセンター（または保健所）からの指⽰内容など
③ 現在の健康状態

“C”のPCR 検査の指⽰へ

PCR

保健所調査

陰性
陽性

PCR検査の
指⽰なし

PCR

”B”のPCR等指⽰なしと同様

”B"のPCR指⽰なしと同様

“B”のPCR指⽰なしと同様
COCOAからの通知後14⽇間の健康観

“C”のPCR陰性と同様
(COCOAから通知後10⽇間の健康観察）

“A”の陽性へ

“A”の陽性へ

登校不可・⾃宅で健康観察

D, 同居者が体調不良でPCRを受ける

登校不可・⾃宅で健康観察

フォーム記⼊＋分野主任等と対策本部にメール連絡

フォーム記⼊＋分野主任等と対策本部にメールで連絡

PCR

フォーム記⼊＋分野主任等と対策本部にメールで連絡
「濃厚接触者ではないが、罹患者と接触があった」として報告
① 学内の滞在状況（最終登校・出勤⽇、滞在場所など）
② 現在の健康状態など： ⾏動歴にCOCOAの接触通知を受信と記載

登校不可・⾃宅で健康観察

“D”によるPCR検査
の指⽰

C, 学外の陽性者と接触した
①学内滞在状況（最終登校・出勤⽇、滞在場所等）
②学外の陽性者との関係性、接触状況など

“B” によるPCR
検査等の指⽰

PCR検査や抗原検査
の結果が判明した場合

は必ず報告！

他⼈でへ感染させない⾏動に努める

PCR検査等
の指⽰

保健所

PCR検査の指⽰なし
濃厚接触者ではない



感染の有無 

医療機関による診察

保健所からの指示に基づき療養へ 
※部局は所定フォームにより大学本部へ報告

【フロー図に関する連絡先】 
　人事労務課 安全衛生管理係　anzen@grp.tohoku.ac.jp　   

新型コロナウイルス感染症対策（体調不良者対応等）フロー図
改訂版　2022.7.26

あり

陽性

なし

陰性

※登校・出勤後に体調不良を認めた場合はた
だちに帰宅すること  

※体調不良時は、来学せず、外出や会食を控
えること

【復帰の目安】
 次の条件をいずれも満たすこと
•発症後に少なくとも8日が経過 
•解熱剤を内服しない状態で解熱後72時間が 
  経過 
•咳や倦怠感等の症状が改善傾向

※ 当該フロー図は、主に体調不良時の対応を示すもので、業務や行事に関連してPCR検査等を受検した場合は対象外と 
    します。 
※ 新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA）において、陽性者との接触の可能性がある等の通知を受けた場合は、速　　 
　 やかにアプリの指示どおり相談先に連絡をしてください。 
※ 医療従事者等は、所属先が定めるルールに従い対応してください。 

濃厚接触の疑いのある者のフロー

濃厚接触者の 
調査

【復帰の目安】
  次の条件をいずれも満たすこと
• 体調不良の症状を発症していない 
• 陽性者と最後に接触した日から5日間

の自宅での健康観察 

【濃厚接触の疑いのある者】
  ①陽性者の症状が出る2日前から接触した者のうち、必要な感染予防策をせずに手で触れた場合 
  ②対面で互いに手を伸ばしたら届く距離(1ｍ程度)で、必要な感染予防策なしで15分以上(密閉された空間なら15分未満でも)
　  接触した場合 
  ③陽性者と同居あるいは長時間（車内、航空機内等を含む）の接触があった場合　等 

濃厚接触の 
疑いのある者

【復帰の目安】
・体調不良の症状を発症していない 

※濃厚接触者の調査中の者及び濃厚接触者に特定されなかった者は、感染の疑いを完全に否定するものではありません。 
　不要不急の外出は控えるなど、他人へ感染させない行動に努め、濃厚接触者の調査中の者は、調査終了まで自宅での健康観察を実施 
　する。なお、濃厚接触者と特定されなかった者は、復帰後も継続して健康観察を実施する。 
 

①息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱などの強い症状がある  
②発熱や咳などの風邪症状がある（比較的軽い風邪症状も含む）  
③発熱を認めないが体調不良を自覚する場合  

体調回復

医療機関の指示に従い行動 体調回復

体調回復

かかりつけ医や地域の医療機関または宮城県・仙
台市コールセンター（022-398-9211）へ相談

感染の疑い 

医療機関の指示に従い行動 

【復帰の目安】
　次の条件をいずれも満たすこと 
・発症後に少なくとも5日が経過 
・症状を緩和させる薬剤（解熱剤を含む）を服用 
　していない状態で症状消失から72時間が経過

①の場合や高齢者、基
礎疾患のある方及び妊
婦の方はすぐに 

②・③の場合は、自宅
で健康観察し、症状が
改善しないとき 

濃厚接触者
等に特定 

PCR検査または抗原検査の実施、検査の結果は 
部局対策本部に連絡する 

PCR検査等

PCR検査等　

mailto:anzen@grp.tohoku.ac.jp
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